
●2012年改訂版「木造住宅の耐震診断と補強方法」一般診断法に準拠
一般財団法人 日本建築防災協会のプログラム評価（評価番号「P評価13-改3-W」）を取得しており、

自治体の補助金でもご利用いただけます。

かんたん操作マニュアル

●お客様にも分かりやすい出力帳票
受け取ったお客様も分かりやすい出力帳票。Ｎ値計算書も一緒に印刷できます。また、調査時の写真

やコメントも記載可能ですので、耐震改修工事の提案ツールとしてもご活用ください。

●「Ｎ値計算」標準搭載！補強設計をサポート
「Ｎ値計算機能」で補強に必要な接合部の金物の検討もスムーズ。さらに、「補強プランの自動生成

機能」で、補強プランの作成をサポートいたします。

●操作方法の動画もホームページに公開しています
本マニュアルに沿った入力例を動画（YouTube）で公開しています。本マニュアルではご紹介できな

かったソフトの活用方法や入力のポイント解説などをアップしていますのでぜひご覧ください。

～木耐博士Ｎ　主な特徴～

https://www.aimkk.com/hakase.html
もくたいはかせ
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現地調査を実施する

木耐博士Ｎの起動（３ページ）

基本情報（建物概要、劣化係数、地盤・基礎の情報）の入力（４～７ページ）

間取りの入力（９～１１ページ）

柱・壁・耐力壁（軸組）の自動生成と修正（１２～１５ページ）

耐震診断の計算を実行し、診断結果を印刷する（１６ページ）

補強提案書を作成する（１７～１８ページ）

画像・文字を挿入する（１９～２０ページ）

現状の入力～診断書の作成

①Ｎ値計算の結果を表示する（２１ページ）

②接合金物記号を表示させる（２２ページ）

③補強部材の数量を自動出力する（２３ページ）

④設定とマスターメンテナンス（２４ページ）



　■ＳＴＥＰ１　木耐博士Ｎの起動

木耐博士Ｎの起動 ３

起動画面（バージョン情報）

起動直後の画面（物件選択）

ピンク色の屋根の
アイコンが目印です。

●ホームページに公開しているサンプルに沿って入力を行います

建物概要 1階 平面図 2階 平面図



氏 名
住 所

備 考

会 社 名
調査担当者

調 査 日
物件コード

　■ＳＴＥＰ２　基本情報の入力（１）

基本情報の入力（１）４

適 用 条 件

建 物 階 数

構法／構造

混構造割増



　■ＳＴＥＰ２　基本情報の入力（２）

基本情報の入力（２） ５

竣工年
モジュール

外壁材
筋かい

建物重量

床仕様

柱頭・柱脚
接合部

地域条件の
設定
形状割増
係数

ワンポイント便利情報『設定ヘルプの表示』

建物重量、床仕様などをクリックすると、
「木造住宅の耐震診断と補強方法」の
該当ページ内容が表⽰されます。



　■ＳＴＥＰ２　基本情報の入力（３）

基本情報の入力（３）６

地盤　

地形　

基礎　



　■ＳＴＥＰ２　基本情報の入力（４）

基本情報の入力（４） ７



　【画面上部の各種ボタンの説明】

画面上部の各種ボタンの説明８

<A> <B> <C> <D> <E>

<F> <G> <H> <I>

Ａ：ファイル操作

Ｂ：操作の取り消しとやり直し

Ｃ：物件データの操作

Ｄ：図面の拡大・縮小

Ｅ：スナップ・グリッド幅・耐力壁の色

Ｆ：操作する図面の要素の指定

Ｇ：図面に追加する要素の指定

Ｈ：基本情報の確認・変更

Ｉ：物件データの操作等



　■ＳＴＥＰ３　間取りの入力（１）

間取りの入力（１） ９

BEFORE AFTER

（１）部屋の入力

②

③

④

⑤

**　入力方法～対角入力と囲み入力～　**

＜対角入力の方法＞

click!

click!

①始点でクリック ②マウスを動かす ③終点でクリック

＜囲み入力の方法＞

click!

①始点でクリック ②部屋の角ごとに　　　
１回ずつクリック

③終点はダブルクリック

click!click!



　■ＳＴＥＰ３　間取りの入力（２）

間取りの入力（２）１０

BEFORE
AFTER

（２）開口の入力

③

②

**　入力方法～開口部～　**

AFTERBEFORE

①始点でクリック

click! click!

②終点まで動かす ③終点でクリック
（雨戸・半壁は方向も指定）

全開口
（点線囲み+斜線）



　【補助線について】

補助線について １１

【ケーススタディ】モジュール910mmの図面上に1000mmの補助線を引く場合

クリックした点

+1000mm、垂直

+1000mm、水平

-1000mm、水平

-1000mm、垂直

③

②

910mm
モジュール

クリック1点目

クリック2点目

＋

－



　■ＳＴＥＰ４　柱・壁・耐力壁（軸組）の自動生成と修正（１）

柱・壁・耐力壁（軸組）の自動生成と修正（１）１２

③

②

AFTERBEFORE



　■ＳＴＥＰ４　柱・壁・耐力壁（軸組）の自動生成と修正（２）

柱・壁・耐力壁（軸組）の自動生成と修正（２） １３

AFTERBEFORE

③「壁」ボタンをクリックします。

click!

click!



　■ＳＴＥＰ４　柱・壁・耐力壁（軸組）の自動生成と修正（３）

柱・壁・耐力壁（軸組）の自動生成と修正（３）１４

④

AFTERBEFORE

click!

②

click!

⑤「削除」と「柱」をクリックします。

click!



　■ＳＴＥＰ４　柱・壁・耐力壁（軸組）の自動生成と修正（４）

柱・壁・耐力壁（軸組）の自動生成と修正（４） １５

④

AFTERBEFORE

③

**　片筋かいの方向について　**

（ア） （イ）



　■ＳＴＥＰ５　耐震診断の計算を実行し、診断結果を印刷する

耐震診断の計算を実行し、診断結果を印刷する１６

AFTERBEFORE

（２）診断結果を印刷します



　■ＳＴＥＰ６　補強提案書を作成する（１）

補強提案書を作成する １７

（２）耐力壁の変更を行います

③

④

⑤⑥

⑦

⑧



　■ＳＴＥＰ６　補強提案書を作成する（２）

補強提案書を作成する（２）１８

③

AFTERBEFORE



　■ＳＴＥＰ７　画像・文字を挿入する（１）

画像・文字を挿入する（１） １９

④

②

③

AFTERBEFORE



　■ＳＴＥＰ７　画像・文字を挿入する（２）

画像・文字を挿入する（２）２０

②

AFTERBEFORE



　【便利な機能①】Ｎ値計算の結果を表示する

Ｎ値計算の結果を表示する ２１

接合部仕様

N値



接合金物を自動で選定する２２

　【便利な機能②】接合金物記号を表示させる



補強部材の数量を自動出力する ２３

　【便利な機能③】補強部材の数量を自動出力する



　【便利な機能④】設定とマスターメンテナンス

設定とマスターメンテナンス２４

「設定」内の各種項目について

「マスターメンテナンス」内の各種項目について


